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十
日
町
地
域
救
急

Ｓ
Ｔス

テ
ー
シ
ョ
ン 病院から出動する救急隊 !!
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十
日
町
地
域
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

　

国
が
推
奨
す
る
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
形
態
を
、
関

係
機
関
の
協
力
の
も
と
で
、
消
防
本
部
が
県
立
十
日
町
病

院
内
に
合
築
す
る
形
で
建
設
し
た
も
の
で
す
。　

　

病
院
か
ら
救
急
出
動
す
る
こ
と
で
、
実
習
と
検
証
を
反

復
し
な
が
ら
、さ
ら
に
高
度
な
医
療
連
携
を
目
指
し
ま
す
。

　

救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
救
急
救
命
士
を
含
む
３
人

の
救
急
隊
員
と
救
急
車
１
台
が
常
駐
し
、
救
急
出
動
に
24

時
間
対
応
し
ま
す
。

日町地域十特集

救急ステーション

１
設
立
ま
で
の
経
緯

十日町地域救急ステーション内（①事務室②出動準備室③仮眠室）

３
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能

◆
国
な
ど
が
定
め
る
救
急
隊
員
等
の
研
修

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
履
修
し
ま
す
。

◆
救
急
救
命
士
の
資
格
継
続
に
必
要
な
病

　

院
実
習
を
実
施
し
ま
す
。

◆
救
急
救
命
士
の
処
置
の
質
を
担
保
す
る

　

た
め
に
必
要
な
検
証
会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
大
規
模
災
害
時
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
等

　

が
地
域
中
核
病
院
で
あ
る
十
日
町
病
院
に
集

　

結
し
た
場
合
な
ど
に
連
携
し
て
活
動
し
ま
す
。

◆
新
感
染
症
等
の
大
流
行
が
想
定
さ
れ
る
時
に

　

も
、
積
極
的
な
協
力
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

◆
救
急
現
場
へ
医
師
の
派
遣
が
必
要
な
場
合
に
、

　

十
日
町
病
院
か
ら
医
師
を
乗
せ
た
ド
ク
タ
ー

　

  

カ
ー
が
出
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
救
急
隊
員
に
対
し
、
医
師
の
指
導
に
加

　

え
、
経
験
豊
か
な
指
導
救
命
士
が
教
育

　

を
行
い
、
救
命
士
と
し
て
の
技
術
向
上

　

を
図
り
ま
す
。

救
急
隊
員
の
実
務
研
修
の
拠
点

大
規
模
災
害
時
の
医
師
と

　
　
　
　
　

救
急
隊
員
と
の
連
携
強
化

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用

救
急
隊
員
へ
の
効
果
的
教
育

救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
十
日
町

病
院
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
内

の
救
急
医
療
が
よ
り
充
実
す
る
よ
う
積

極
的
な
協
力
を
行
い
、
地
域
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を

担
う
拠
点
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
隊　

藤
ノ
木
救
命
士

「十日町地域救急ステーション」は今年５月から運用を開始して
います。今号はこの救急ステーションについて紹介します。

①②

③

指導救急救命士

指導支援救急救命士

history

◆
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
提
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
20
年
９
月

◆
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
の
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
23
年
８
月

◆
新
潟
県
と
建
設
に
係
る
協
定
の
締
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
26
年
12
月　

◆
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
用
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
28
年
５
月

▲▲▲▲

Ｓ
Ｔ
隊
１
当
務

８時３０分
小隊交替

前日勤務小隊と当日勤務小隊の交替
（警防隊、救助隊、本署救急隊、ＳT隊）

９時００分
小隊打合せ

９時３０分
ＳＴに移動事務処理 救急出動病院実習・救急訓練翌日８時１５分

消防本部帰署

当日の予定などをＳ T隊を含めて勤
務小隊で打合せ

小隊打合せ後、Ｓ T隊は十日町地域
救急ステーションへ移動

Ｓ T隊は、翌日の勤務終了まで、救急出動はもちろんのこと、救急報告
書作成や病院実習、救急訓練をしながら、災害に備えています。

翌日勤務小隊との交替のため、消防
本部へ帰り、8時 30 分に業務終了

救



消防だより火の用心　　     ４

御礼

救急

　

平
成
28
年
３
月
13
日
（
日
）、
新
消
防
本

部
庁
舎
の
一
般
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会
で
は
、
普
段
は
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
１
１
９
番
を
受
信
す
る
通
信
指

令
室
を
は
じ
め
、
災
害
対
策
作
戦
室
や
出
動

準
備
室
、
職
員
の
仮
眠
室
な
ど
、
ほ
ぼ
全
館

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

見
学
会
で
は
、「
上
の
階
か
ら
下
の
階
に

降
り
る
た
め
の
棒
は
な
い
の
？
」、「
仮
眠
室

は
何
の
た
め
に
あ
る
ん
で
す
か
？
」
な
ど
な

ど
、
多
く
の
質
問
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
、８
０
０
人
と
い
う
大
勢
の
皆
様
か
ら

ご
来
場
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
見
学
会
に

　
　
　

２
、８
０
０
人
！

　
　

　

旧
消
防
本
部
庁
舎
、
西
分
署
閉
庁

熱
中
症
に

　
　

な
ら
な
い
た
め
に
！

熱
中
症
の
応
急
手
当

◇
室
温
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
エ
ア 

　

コ
ン
や
扇
風
機
等
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
の
ど
が
乾
か
な
く
て
も
水
分
補
給
を
し

　

ま
し
ょ
う
。

◇
日
頃
か
ら
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

　

食
事
と
運
動
な
ど
を
通
し
て
、
暑
さ
に

　

負
け
な
い
体
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
だ
よ
り

　
　 

火
の
用
心

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
火
災
や
救

助
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
、
電
話
に
よ
り
災

害
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
、
救
助
及
び
そ
の
他
の
出
動
で
、

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
時
の
災
害
情
報
の
確
認
は
、

十
日
町
地
域
消
防
本
部
の
災
害
情
報
案
内

を
ご
利
用
願
い
ま
す
。

　
　
　

℡
０
２
５
（
７
５
０
）
５
０
３
１

災
害
情
報
案
内
の

　
　
　

利
用
に
つ
い
て

通信 採用◇
募
集
職
種
・
人
数

　

消
防
士
（
上
級
又
は
初
級
）
３
人
程
度

◇
試
験
方
法

　
【
第
１
次
試
験
】

　
　

期
日
：
平
成
28
年
９
月
18
日
（
日
）

　
　

試
験
：
教
養
試
験
、
消
防
適
性
検
査
、

　
　
　
　
　

作
文
、
体
力
試
験

　
【
第
２
次
試
験
】

　
　

期
日
：
10
月
中
を
予
定

　
　

試
験
：
面
接
試
験

◇
受
験
申
込
み

　
　

７
月
11
日
（
月
）
～
８
月
19
日
（
金
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
に
な
る
か
、
消
防
本
部
及
び
消
防

　

署
分
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
士
募
集

（
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
職
員
）

■
発
行　

十
日
町
地
域
消
防
本
部　

〒948

‐0007　

新
潟
県
十
日
町
市
四
日
町
新
田
１
０
４
１
番
地

■
編
集　

総
務
課
企
画
広
報
係　

■
電
話　

025(757)0119　

■FAX　

025(757)8499

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.tokam

achi-kouiki.jp/　

■E-m
ail　

tfd119@
tokam

achi-kouiki.jp

。

。

　

両
庁
舎
は
、
今
年
３
月
31
日
、
40
年
以
上

の
長
き
に
わ
た
る
任
務
を
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
中
越
地
震
な
ど

大
き
な
揺
れ
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
閉
庁

時
の
引
っ
越
し
の
際
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が

な
く
な
っ
た
あ
と
を
見
て
、「
本
当
に
満
身

創
痍
だ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　

両
庁
舎
は
、
３
月
ま
で
地
域
の
安
心
と

安
全
と
い
う
任
務
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
こ
の
任
務
を
無
事
に
新
庁
舎
へ
引

き
継
げ
た
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
隣
に
お

住
ま
い
の
皆
様
、
そ
し
て
管
内
住
民
の
皆

様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

旧
庁
舎
で
先
輩
方
が
築
い
た
安
心
と
安

全
の
礎
を
、
私
た
ち
後
輩
は
新
庁
舎
で
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

職
員
一
同
、
気
持
ち
も
新
た
に
、
よ
り

一
層
の
努
力
を
重
ね
、
地
域
の
安
心
と
安

全
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
吉
楽
幸
紀
）


